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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

 正規の教育課程以外で行われる日本人英語学習者の語彙学習方略の分析と ,  より効果

的な語彙学習教材の提案を目的とした。日本人英語学習者は特に受験を目的として ,  教

室外でも語彙の学習に努めているのが現状である。その時に用いられるのがいわゆる大

学入試用の英単語集である。自律性の高い学習者は ,  そうでない学習者より語彙習得が

促進されると指摘されており ,  今日の語彙学習方略における意義は自律的な学習者を育

成することであるとしている。本研究ではそのような環境において ,  ①学習者はどのよ

うな方略を用いて語彙を学習しているのか ,  ②彼らの用いている語彙学習教材 ,  つまり

英単語集がどのように編集され ,  学習者の語彙習得に寄与しているのか ,  あるいは寄与

していないのかを語彙学習方略の観点から比較し ,  分析を行った。  
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

1) 研究背景と目的 

 本研究は ,  正規の教育課程以外で用いられる日本人英語学習者の語彙学習方略

（ Vocabulary  Learning Strategies ,  以下 ,  VLSs）の分析と ,  より効果的な語彙学習教材

の提案を行った。これらの目的 ,  意義を達成するために ,  本研究では以下の研究課題を設

定した。  

(1)  学習者はどの程度の VLSsに馴染みがあり ,  それらを使用しているのか。またそれら

学習者の個人差要因 ,  英単語集への認識 ,  関わり方およびニーズにはどのような違い

があるか。  

(2)  学習者にとって馴染みがあり頻繁に用いる VLSs,  馴染みがなくあまり用いない

VLSs,  馴染みがあるにも関わらずあまり用いない VLSs ,  何気なく使ってしまってい

る VLSsにはそれぞれどのようなものがあるか。  

(3)  学習者が用いる英単語集にはどのような ,  また何種類の VLSsが導入されているか。  

(4)  学習者が用いる英単語集に掲載されている見出し語には何種類の ,  またどの程度

VLSsが導入されているか。  

 

2) 研究方法・分析 

本研究では研究課題1, 2に対しアンケート調査、3, 4に対して教材分析を行った。 

  

 アンケート調査 

  本研究では Schmitt  (1997) ,  Gu and Johnson (1996)などをもとに全 74項目で構成され

たウェブアンケートを用いて調査を行った。被験者は東京都内の私立大学 1年生 156人で ,  

日本の中高で 6年間の普通教育を受けた学習者を対象とした。被験者の熟達度は入学時に

全員が受けた TOEICスコアによって定義されることとし ,  全体平均は 490点である。アン

ケートは大きく 2つのセクションから作成されている。第 1セクションでは ,  1つの VLSsに

対して ,  (a )見聞きしたことがある度合い ,  (b )実際に使っていた度合いの 2つを 4件法で数値

化し、クラスター分析で学習者を分類した。従来の研究では多くが VLSsの「使用」のみ

に焦点を当ててきたが ,  本研究では方略に対する「見聞きした度合い」も加えた。見聞き

したことがある方略と ,  実際に使用していた方略は必ずしも一致せず ,  「知っていても使

っていない方略」あるいは「方略だと認知せず ,  何気なく使ってしまっている方略」も明

らかにするために ,  2つのスケールを設けた。第 2セクションでは ,  (a)語彙学習に対する態

度 ,  (b)英単語集へのニーズについて 4件法および複数選択式で調査した。第 1セクションを

元に分類された学習者に対し ,  第 2セクションで明らかとなった被験者の動機付け ,  学習

不安 ,  英語熟達度 ,  英単語集への工夫 ,  英単語集の購入経緯 ,  そして英単語集へのニーズ

を元に比較を行った。特に前者 4つに関しては ,  分散分析を用いて有意差の有無を検討し

た。  

 

 教材分析  

  分析対象となる英単語集はアンケート結果および市場調査をもとに 5冊を選定した。

選定した教材に対し ,  Schmitt  (1997)の示す分類を元にどのような VLSsが組み込まれ ,  ま

たどの程度見出し語彙に導入されているかを分析した。  
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3) 研究結果 

 研究課題 1に関して ,  クラスター分析の結果、学習者は 4つのクラスターに分類された。

VLSsを見聞きしたことがある度合いが高いほど ,  それに比例して使用する度合いも上昇

していた。全体的に見ると VLSsを使用する度合いが高いクラスターほど動機付け ,  学習

不安 ,  英単語集に対する工夫の仕方に上昇傾向があることが明らかとなった。特に ,  最も

VLSsを使う度合いが高いクラスターと最も低いクラスター間では ,  語彙学習に対する動

機付け ,  学習不安 ,  英単語集に対する工夫の仕方に統計的有意差も見られた。また購入経

緯 ,  英単語集に対するニーズもクラスター間で特徴の違いが見られた。ただし ,  クラスタ

ー間の英語熟達度には差が見られなかった。  

 研究課題 2に関して ,   馴染みがありよく使われる VLSsには文脈の類推や英和辞典の

使用が挙げられた。馴染みもなくあまり使われない VLSsには方略自体が複雑 ,  または抽

象的なものが散見された。馴染みがあるにも関わらずあまり用いられない VLSsにはフラ

ッシュカードや英英辞典など ,  学習者にとって認知負荷が重い方略 ,  または方略の準備

自体に手間がかかるものが見られた。よく使われているが ,  あまり意識的には用いられ

ていない VLSsには未知語の無視 ,  カタカナ語の使用が挙げられた。  

 研究課題 3,  4では ,  分析対象の英単語集から計 11種類の VLSsが確認された。しかし ,  英

単語集の見出し語に限定すると ,  用いられている VLSsが減少することが明らかとなっ

た。また先行研究では学習を阻害する可能性を示唆した VLSsが用いられていることも確

認された。全体としては練習問題の導入が少ない教材が多く見られた。  

 

4) まとめ 

 本研究では教師 ,  学習者 ,  そして教材の 3つの視点から今後の課題を示唆した。教師は

市販英単語集のより綿密な把握と学習者へのサポート ,  そして意識化されていない ,  ま

たは扱いが難しい VLSsの積極的な指導が必要である。学習者はより幅広い情報を元に ,  

そして最終的には自身に合った英単語集を自主的に追求していく必要がある。教材は今

後、練習問題のより前向きな導入を検討していくことが期待される。また、教材自体に

も VLSsの有効性、効果的な使用法がより明確かつ詳細に記載される必要があると思われ

る。本研究は今後の語彙指導及び英単語集開発に重要な示唆となるものであると期待さ

れる。  
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